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平成 20 年 3 月 24 日

交通政策局港湾振興課

平成 19 年度第 5 回新潟空港アクセス改善検討委員会を

開催しました

新潟県は、新潟空港アクセス改善の段階的取組の実施に当たり、有識者による「新潟空港アク

セス改善検討委員会」を設置し、同委員会の取組に対する継続的な評価・提言や、将来の社会

情勢の変化等に対応したシナリオの再評価、見直し等を踏まえて検討を進めています。

今回の検討委員会では、平成 18 年 12 月に同委員会から県に提出された報告書を踏まえ

た、空港アクセス改善の段階的取組の今年度の検討状況と改善の今後の方向性等について、

委員から評価いただき、19 年度の報告書のとりまとめへ向けた検討を行いました。

会議の概要は以下のとおりです。

記

１． 日時・場所

平成２０年３月２１日(金)１４：００～１６：００

新潟県自治会館 別館９階 902 会議室 新潟市中央区新光町４－１

２． 委員の構成、会議資料 添付のとおり

３． 主な議論・発言

（１）超短期的取組（現行バスソフト改善）

○ 取組状況、効果の検証・評価について

現行バスのソフト改善として、問題が指摘されていた空港バスの新潟駅降車場を移

転する取組を行ったことについて、事務局から説明し、以下のとおり評価いただいた。

・ 空港バスの万代口広場乗り入れは、利用者から好評であること、若干のバス利用

率の上昇があることから、従来のマイナスイメージの改善に一定の効果があった。

・ このため、今回の取組は、利用環境を改善することで、利用者からの評価の向上

や長期的に見た場合の利用率の増加等に繋がる可能性があると評価する。

主な委員意見

 短時間で大きな効果をあげた。高く評価したい。

（２）短期的取組（南口空港バス新設）

○ 南口空港バス新設のシナリオ案と同案に対する現時点での評価

新潟駅連続立体交差事業のスケジュール、超短期的取組の効果の検証・評価と、こ

れを受けて実施された空港バス運行頻度アップ社会実験の結果等を踏まえた、南口



空港バスの具体的内容について、事務局から説明し、以下のとおり評価いただいた。

・ 今回の南口空港バスのシナリオ案は、利便性に優れた運行形態と、南口広場で整

備される乗継･待合環境等が相まって、質の高いサービス提供を早期に実現でき

る。

・ ターミナルが整備されることで、今後のアクセス改善による利用者増に伴う更なる運

行頻度アップにも対応が可能である。

・ このため、新潟国体開催による空港利用者の増加の機会を捉えた、短期的取組と

して、南口空港バス新設は妥当である。

・ 今後、既存事業者等と実現に向けた協議を進めていくべきである。

主な委員意見

【南口空港バス新設の考え方、基本的なサービス内容等】

 来年度、運行計画の中で運賃等を含めて具体的な検討を深めていくべき。

 運行が決定したら、羽田、成田等に比べて新潟空港の方が有利な地域の

企業等に積極的に働きかけていく必要がある。

 アクセスの改善だけで空港利用者が増えていくとは思えない。アクセス

改善による利用者増により、航空路線が充実し、さらに利用者が増え、

さらなるアクセスの改善に繋げるといったような相乗効果が出るよう

に進めていく必要がある。

 万代口から南口への移動が必要となる利用者への対応をしっかり検討

すべきである。

（３）中・長期的取組

○ 検討状況、中・長期アクセス案及び「シナリオ」の再評価

平成19年度の中・長期的取組の検討の進捗状況及び現時点での社会・経済情勢を

踏まえた、中・長期アクセス各案の再評価を行った。

① ＤＭＶを活用する案は、ＤＭＶの在来線及び新潟駅ホームへの乗り入れが困

難であり、輸送力に問題があることから採用は見送るべきである。

② 鉄軌道により臨港貨物線から新潟駅に接続する方法については、ＬＲＴにより

幹線道路上を活用して新潟駅に接続する案を中心に検討を進めることとし、併

せて鉄道などにより臨港貨物線から新潟駅に接続する方策（専用新線・専用

ホーム）の実現可能性についても検討を継続するべきである。

③ 新幹線を活用する案については、新幹線の輸送力に見合う大幅な需要の増

加が必要となることから、当面は他の案の課題の検討を優先的に進めつつ、

長期的視野から検討を継続すべきである。

・ 新年度も引き続き、勉強会で課題の掘り下げを進め、本委員会での検討を継続す

る。

主な委員意見

【 中・長期アクセス案及び「シナリオ」について】

 来年度、臨港貨物線・ＬＲＴ案の幹線道路上を走行する際の課題等の検



討を進めて欲しい。

 シナリオにある案だけでなく、他の手法についても検討を行ってはどう

か。ＬＲＴであれば他のルートも検討してはどうか。

 新潟市は、当面はバスを活用した街づくりを進めている。新潟市の長期

計画等との整合性等を図りつつ検討を進めるべき。

（４）報告書のとりまとめについて

本年度の空港アクセス改善の検討状況と改善の方向性等について、整理の上、

報告書として取りまとめ公表する。

本件についての問い合わせは

交通政策局港湾振興課企画班 内線 ３４５８

担当： 中川、原田、覚張（がくはり）までご連絡ください。


